
令和５年第２回大衡村議会定例会一般質問通告書一覧表 

通告順位 1 番 氏 名 佐野 英俊 質問形式： 一括質問 

 １．件名   新村長の目指すまちづくりは     

要旨 
 

勇退を決意した前村長が、その後の議会における質問の都度、これからも「大衡村に住んで

良かった」「来て良かった」と思われるまちづくりが必要であると答弁していました。 

前村政の踏襲と女性の視点による「まちづくりに取り組む」と訴え、「夢叶え、笑顔で元気 

大衡村 !! 」をキャッチフレーズとし、村政の舵取り役に就いた新村長の目指す「まちづくり

の具体」について問う。 
 

 

 

通告順位 2 番 氏 名 小川 克也 質問形式： 一問一答 

 １．件名   高校生へ村独自の手厚い支援を   

要旨 
 

本村の未来を担う高校生一人ひとりの育ちを応援するため、高校生活にかかる経済的負担の

軽減や安心して子育てができるように独自の手厚い支援が必要である。 

 

① 独自の子育て支援はどのようなものがあるのか。 

② 近年の中学校を卒業した生徒の進路状況は。 

③ 高校生によるデマンド型交通の活用状況は。 

④ 高校生の専用スクールバス代や公共交通機関の定期券購入費用の助成を。 

⑤ 村長公約の「高校に進学した生徒に教材費として 3万円を支給します。」とは。  
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通告順位 3 番 氏 名 鈴木 和信 質問形式： 一問一答 

 １．件名   新村長として、少子高齢化対策をどう考えるか   

要旨 
 

大衡村は、子育て支援については充実しており好評であるが、近年の、一年間に 30 人以下の

出生数では、将来的に非常に不安である。また、高齢化は今後急激に進み、村内老人ホームにつ

いては、入所しようとしても現在待機者が何十人及び何百人待ちとなっている。これらは大きな

問題であり早急な対応が必要ではないか。 

 

① 村独自の婚活パーティーや結婚支援活動を実施し、婚姻数及び出生数の増加につなげては

どうか。 

② 元気な高齢者を支援するため、65 歳以上はパークゴルフ料金を半額にして健康増進を図

る。また、村内老人ホームの健康器具の使用を地域交流に活用できるようにしてはどうか。 

③ レスパイト事業の充実を図り、介護者のストレス解消を図る必要があるのではないか。  

通告順位 4 番 氏 名 石川 敏 質問形式： 一問一答 

 １．件名   村長選挙公約の具体的施策を問う   

要旨 
 

 小川村長は４月の村長選挙において、公約として何点かの政策を掲げているが、その具体的

な内容は総じて抽象的である。 

 村政運営の責任者として、公約実現に向けて具体的な施策をどのように進めていくのかその

詳細について問う。 

 

① 各施策の具体的内容と事業規模は。 

② 必要な財源の確保策は。 

③ 施策実施までのタイムスケジュールと年次計画は。 

④ 村の総合計画や実施計画の見直しはあるのか。 
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通告順位 5 番 氏 名 細川 運一 質問形式： 一問一答 

 １．件名   農地利用の最適化について   

要旨 
 

① 農業委員会が目指している農地利用最適化の具体的な目標。 

② 農地利用最適化推進委員の活動状況。 

③ 人・農地プランの法制化により義務化される目標地図と地域計画の策定工程。 

④ 農業者の理解を深めるための計画の周知と協議のあり方。 

⑤ 策定のための職員体制。  

⑥  公約されている未来に向けた農業改革のための具体策。  

通告順位 6 番 氏 名 文屋 裕男 質問形式： 一問一答 

 １．件名   有害鳥獣対策について問う   

要旨 
 

① 有害鳥獣対策実施隊の隊員は何名か。 

② 過去三年間の、いのししの捕獲頭数の推移は。 

③ 長距離無線式捕獲システムほかパトの実績は。 

④ ワイヤーメッシュ柵の効果をどの様に分析しているか。 
 

 ２．件名   村で報酬を支給している役職について問う   

要旨 
 

① 全役職名を問う。 

② 報酬を受けている者全員が選挙運動に携わることはできないのか。 

③ 報酬を受けている候補者が選挙運動に携わった場合、違反となるのか、又、当選しても 

無効になるのか。 
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通告順位 7 番 氏 名 赤間 しづ江 質問形式： 一問一答 

 １．件名   五反田・亀岡地区計画の進捗状況を問う   

要旨 
 

 定住促進を図るため、平成 21年に定めた「五反田・亀岡地区の地区計画」策定から今年で 14

年になる。計画区域内のこれまでの実績件数は、戸建て、アパートなど 75件になっている。 

 令和４年、計画区域内未利用地について民間開発事業者が手を上げたことにより区域が拡大

された。10月に地権者説明会が開催された際、開発事業者は、スピード感をもって進めるとの

意向を示していたが、その後の進展が見られない。 

 計画区域は、北四番丁大衡線街路事業、（仮称）五反田団地線などの事業も関係するため、

どのような進捗状況になっているのか。 

① 開発予定地の地権者は何人か。用地買収の協議は進んでいるのか。 

② 北四番丁大衡線について、実施計画では令和４年度に調査測量が行なわれ、令和５年度 

は用地買収及び補償となっている。大衡村ルートは確定したのか。 

③ 計画地内の（仮称）五反田団地線に関して、実施設計が令和５年度から令和６年度にロ 

ーリングされている。その理由は何か。  

 ２．件名   「置き型授乳室」設置の考えは   

要旨 

 

 宮城県が令和３年に実施した「授乳室に関する県民アンケート」で、回答者の７割が外出先

で授乳室が無くて困った、と回答している。 

そこで、県では子育てを社会全体で支える環境づくりのため「みやぎどこでも授乳室プロジェ 

クト」として補助制度を設け、「置き型授乳室」の普及・拡大を進めている。 

大掛かりな工事が不要で簡易に設置できる「置き型授乳室」は、ベビーカーも入れる広さ、空

間、授乳、オムツ替え、大人の着替えにも利用できる完全個室。移設も簡単でデザインも人目

を引きいろいろなところで見かけるようになりました。 

子育て世代も安心して訪れる施設になるように、本村も設置を考えては。  
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通告順位 8 番 氏 名 山本 信悟 質問形式： 一問一答 

 １．件名   村長が目指す笑顔で元気な大衡村の具体的な方向性は   

要旨 
 

 村長のリーフレット等で夢叶え笑顔で元気な大衡村と表記されているが、具体的な方向性を

問う。また、村職員に元気がないと職場内も暗くなり笑顔も元気も少なくなる事からどのよう

な対応をしているのか。 

 

① 休日出勤や時間外勤務者の実績に伴う手当等支給の実態はどうか。 

② 他の自治体においては、週に一度一斉退庁制度を実施しているようであるが、現在の状

況はどのようになっているのか。 

③ 体調(精神的)を崩している職員の対応策は決められているのか。  


